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創薬の取り組み
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創薬方針の見直し

1

 独自ライブラリーやオープン
イノベーションを生かして、
ユニークな薬理作用を有する
化合物を創製する
（化合物オリエント）

+
 アンメットニーズの高い疾患
領域を重点領域として取り
組み、疾患専門性を高める

↓
 ユニークな化合物と疾患専
門性を繋げることで、独創的
で画期的な新薬を生み出す

化合物
オリエント

オープン
イノベーション

神経 スペシャ
リティ

がん 免疫
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4つの重点領域ごとの創薬体制

「疾患ノウハウを蓄積･活用し、創薬の競争力を強化」

オンコロジー研究センター
腫瘍免疫のパイオニアとして、最新サイエンスを取り込み、独自標的や新たな技術で
第二、第三のOPDIVO創出を目指す

イムノロジー研究センター
腫瘍免疫のパイオニアとして、新規抗体技術や独自標的で、新たなイノベーションを
生み出すバイオ医薬品センターを目指す

ニューロロジー研究センター
グリアに着目した独自性の高い研究から、アンメットニーズの高い神経･精神疾患など
で医療インパクトのある医薬品を生み出す

スペシャリティ研究センター
適応疾患に捉われず、アンメットニーズの高い疾患に対して、大きな医療インパクトの
期待できるスペシャリティ製品を目指す
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「ヒト検体データやヒト遺伝子情報の利用により、
創薬コンセプトの確からしさを高める」

3

臨床の確度を高めるトランスレーショナル

Go/No-go判断

BM戦略
CDx

PKPD

疾患選択

創薬シーズ
新規適応症探索

患者選択

臨床情報

BM設定

バリデーション

バイオバンク

遺伝子解析
用量設定

バイオインフォーマティックス
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iPS細胞の創薬利用

4

応用例
 薬効評価
（適応探索）

 毒性評価
 標的探索
 作用機序解析
 バイオマーカー探索

iPS細胞の利点
患者さんの細胞を入手し、
その状態を観察するとともに、
薬剤の反応を観察できる

iPS細胞から見出された創薬プロジェクトが神経領域や循環器領域で稼働中

ﾌｪﾉﾀｲﾌﾟ
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研究提携／創薬提携

5

研究提携件数
合計

国内 海外
共同研究数

2019年3月末時点 185 120 305

2018年度に新たに開始した共同研究数 85

Ono Pharma UK Ltd. Ono Pharma USA, Inc.水無瀬研究所，筑波研究所，福井研究所
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欧米での最新科学・KOLネットワークの取込み

6

Ono Pharma Foundation

将来イノベーションを起こすような研究者に対する研究助成活動

米国財団活動

世界トップレベルの研究者ネットワーク
と創薬力を有する英国の非営利団体

がん免疫療法の新規な創薬標的に関する戦略的創薬研究
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AI創薬の活用

7

計算化学による
化合物の構造式予測

AIによるビッグデータ解析
からの新規標的探索

2017年12月～ 2019年3月～

神経疾患領域での探索

コンピューター
計算化学ソフト
人工知能
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新規モダリティの応用

8

細胞治療薬の創薬提携
（2018年9月）

目標製品像
 均一な細胞の大量生産が可能
 誰にでも投与できる
 効果の持続（再発の防止）
 安全性の向上

iPS CAR-T

iPS細胞由来CAR-T細胞
：キメラ抗原受容体を強制発現させた「がん攻撃性T細胞」

抗体技術
二重特異性抗体

オランダMerus社 自己免疫疾患での二重特異性抗体 2014年4月

スイスNumab社 がん免疫領域での二重特異性抗体 2017年3月

スイスNeurimmune社 神経領域でのヒト抗体 2017年11月
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オプジーボに続く画期的新薬の創製に向けて

9

アンメットニーズに対して
医療インパクトのある新薬

独自の
創薬シーズ

自社独自の創薬ノウハウ
（脂質,腫瘍免疫など）

国内外トップレベルの
アカデミア/KOLネットワーク

外部の最新技術
（AI,抗体/細胞技術など）

トランスレーショナル（ヒト検体
データや遺伝子情報の利活用）
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